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１ 大会要項 

（１） 日時  令和８年１２月６日（日）１２時３０分〜１６時３０分 
（２） 場所  荒川総合スポーツセンター 大体育室（荒川区南千住６−４５−５） 
（３） 対象  荒川区内在住・在勤・在学の方を１名以上含む２〜６人 ３２チーム（申込順） 
（４） 参加費 １人５０円（保険料） 
 
２ 試合方法 
（１）①リーグ戦 

②トーナメント戦 

（２）チーム 
   １チームの人数は、２〜６名とする。 

  チームメンバーの全員が、１エンドで必ず１球以上投球すること。 

（３）エンド数 
   ２エンドマッチ制とする。 
 
３ 用具 

ボッチャボール１セットは、赤色ボール６個、青色ボール６個、白色のジャックボール１個で 
構成される。 
試合で使用するボッチャボールは、国際競技規格適合商品かつ一般社団日本ボッチャ協会公認の 
ものを主催者が用意する。 

 
４ コート 
  バドミントンコートを元に作成する。(下図のとおり) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.5ｍ 4ｍ 5.5ｍ 0ｍ 7.5ｍ 12.5ｍ 

クロスライン：0.35ｍ 

ボール置き場 
（スローイングラインから 0.5m の位置に、0.2m の長さで） 

タイブレーク 
目標球位置 

（サイドラインから 1.5m） 
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ボッチャルール 補足 
１ 試合の進め方（補足） 

・審判が両チームのチームメンバーを整列させ、お互いに挨拶をする。 

・主審がコインの裏表に対応するチームを指定し、コイントスを行う。 
勝ったチームが赤ボール（先攻）とする。 
なお、２エンド目は青ボールが先攻となる。 

・選手は、審判の投球指示が出てから、ジャックボールを投球する。 

・ジャックボールを投球した選手が、最初のカラーボールを投球する。 

・最初のカラーボールがコート外に出てしまった場合、同じチームがコートのプレイングエリア内に 
ボールを投球できるか、全てのボールを投げ切るまで、投球する。 

・２球目以降はそのチームのどの選手が投球をしてもよい。ただし、チームメンバーは１エンドに必ず
１球以上投球すること。 

・スローイングラインを踏んだり越えたりして投球したボールは無効とする。 
 なお、投球動作後にラインを越えた場合は有効とする。 

・２エンド目終了後、審判が両チームのチームメンバーを整列させ、お互いに挨拶をして試合終了 
する。 

 

２ コートから出たボールの扱い 

・全てのボールは、接地面が外枠線に触れたり外枠線を超えたりした場合は、コート外に出たものと 
みなされデッドボールとなり、審判がコート外に置く。 

・ボールが外枠線を出たかどうかの判断は、すべて審判に任される。 
 

３ コート上からはじき出されたジャックボールの扱い 

・すでにクロスの位置にボールが位置していてジャックの置き直しができない場合、ジャックボールは 
できる限りクロスに近く、かつクロスの前面に、両サイドラインから等距離になるように置く。 
（「クロスの前面」とは、スローイングラインとクロスの間のエリアを指す） 

・ジャックボールがクロスに置き直されたときに、プレイングエリアにカラーボールが一つも無い 
 場合、ジャックボールをコートにはじき出したサイドが投球する。 
 

４ 等距離のボールの扱い 

・次にどちらのサイドが投球するかを決める際に、２個、もしくはそれ以上の異なる色のカラーボール 
がジャックボールから等距離にあった場合、最後に投球したチームが次に投球する。 

副審 

図 チーム整列位置 

赤(先攻) 

青(後攻) 

主審
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５ 得点の数え方 

・ジャックボールから等距離に１個ずつ、或いはそれ以上の赤ボールと青ボールがあり、それよりも 
更にジャックに近いボールが他にない場合、それらのボール１個につき１点が双方のサイドに与えら 
れる。 
 

あらボッチャにおける特別ルール 
ルール 

・１試合 2 エンドマッチとする。 

・スローイングボックスは、各チーム１枠のみとする（P3 上図の①〜③、④〜⑥で１枠） 
 自分のチームのスローイングボックスの中からであれば、どこからでも投球可能。 

・コイントスで勝った方が赤サイドとする。 
 

試合 

・選手は、審判の指示があるまではボールに触ってはいけない。また、一度持ったボールを他の選手に 
渡すことは禁止とする。 

・投球時の時間制限は設けない。ただし、著しい遅延行為と審判が判断し注意を行った場合は、速やか 
 に投球すること。 

・試合を円滑に進めるため、選手がボールの距離を判定する目的でプレイングエリアへ立ち入ることを 
禁止する。（試合中・試合終了後共通） 

 

引き分けの場合の勝敗決定 

・2 エンド終了後、得点が同点だった場合は、タイブレークにて勝敗を決定する。 
（リーグ戦・トーナメント戦） 
タイブレーク 
① 両チームに同距離の目標球を１球ずつ設置する。（右図参照） 
② 代表者１名が目標球に向かって１球投球する。 
③ 目標球とボールの距離が近い方の勝利。（同距離の場合はやり直す） 
※得点・失点のスコアは変わらず、勝敗数にのみ影響する 

 
・全試合終了後、勝敗数が同じだった場合は、以下の方法にて勝敗を決定 

する。（リーグ戦） 
優先順位１ 各チームが行った全試合の総得点で決定する。 
      （失点は加味しない） 
優先順位２ 総得点も同点だった場合、タイブレークにて決定する。 

タイブレーク 

目標球 
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リーグ戦 
例：赤ブロック（A 面・E 面）４チーム 

 イ ロ ハ ニ 

イ  A 第１試合 A 第２試合 A 第３試合 

ロ   E 第３試合 E 第３試合 

ハ    E 第１試合 

ニ     

 
 

赤ブロック−１〜4 位、青ブロック−１〜4 位 が決定 
緑ブロック−１〜4 位、紫ブロック−１〜4 位 が決定 

 

 

トーナメント表 
 🏆

センターコート
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